
⚫ これまで
⚫社会インフラ領域のAI映像認識の技術開発をリード

⚫ 車名判別、道路交通事象検知、車両スタック検出、交通量計測、
河川監視、人物行動検知、etc.

⚫ それ以前は、画像処理アルゴリズム、組込みファーム、PCアプリ、
各種サービス、映像ミドルウェア、お客様業務システム、etc.の開発

三浦真樹@富士通

⚫ いま
⚫生成AIのソフトウェア開発への適用について検討/実践中

⚫上記に関する社内WG主査

⚫Global Fujitsu Distinguished Engineer
⚫ ソフトウェアオープンイノベーション事業本部所属（2023/4~）

⚫ 富士通のミドルウェアを開発している本部です
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https://ses.sigse.jp/2022/

ご参考

⚫ 新技術への挑戦で人々の暮らしを守る - AI映像解析で目指す安心安全な街づくり

⚫ なぜ「素朴な疑問」から、社会を変えるテクノロジーが生まれるのか
LinkedIn
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https://ses.sigse.jp/2022/
https://www.fujitsu.com/jp/microsite/fujitsutransformationnews/2021-12-16/01/
https://newspicks.com/news/7066350


生成AIでのソフトウェア/システム開発

⚫不確定性の内在する技術(AI)を使って高信頼なモノを作る
⚫ 認識系： 統計的性能で許容可能

⚫ 生成系： 「不確定性の内在する技術(AI)を使って高信頼なモノを作る」ことへのチャレンジに面白さ&難しさあり

⚫ 開発者の新しいスキル、生成物チェック、著作権、技術伝承効率化、サポート、etc. … 開発プロセスの進化 (将来?)

⚫現在の開発プロセスにおけるコストパフォーマンス
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SES2023
WS3: チャット型生成AIとソフトウェア工学

サマリー
2023.8.25

西 石川 徳 三浦



WS3概要

• チャット型生成AIの潮流に対してソフトウェア工学がどう変わり，あるいは
変わらず，どのような役割を果たすのか，そしてソフトウェア工学の研究
者や実践者がどう活動していくべきなのかという二つの問いを議論する．

• 2023年8月23日 9:00-16:30 

• 石川先生からの最新動向インプット

• ポジションペーパー発表3編 (教育活用2編,生成AIと開発の今後1編)

• ディスカッション
https://ses.sigse.jp/2023/workshop.html#ws3

https://ses.sigse.jp/2023/workshop.html#ws3


1. AI for SE

生成AI活用がソフト開発にも拡大(壁打ち,コード生成,etc.)

今後のソフト開発のあり方は?

2. SE for AI

生成AI自体(LLM)/生成物の品質テスト,AIへの信頼,etc. 

複数の課題について議論。

3. 教育・スキル・マネジメント

大学のコンピューターサイエンス教育/企業の技術者教育と生成AIの(悩ましい)関係

ChatGPT/生成AI活用のためのノウハウや、著作権リスクなどの問題理解

ディスカッションテーマ
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•生成AIを利用したソフトウェア開発プロセスのあり方
• 現在の生成AIは、仕事は速いが質はイマイチな開発メンバー

• 生成AIは(ソフト開発に人間が不要になる)神ではなくスーパープログラマー

• 開発プロセスは、現在は既存と変わらず、個々のプロセスでツールとして活用。
• しかし次第にV字モデルの底まで行かずに済ませられるようになれば楽にはなる。

• ソフトウェア開発のどこに使うのがいいのか?
• 公開情報、Webの情報になっている部分がいいのではないか?

• デザイン系のCSSなどは最も分かりやすい例
(効率100倍UP! 一方領域に特化したソフト開発だと20%UP程度のことも)

• 開発プロセスについては、生成AIの存在を踏まえると、世の中にあるものにいかに
フィットさせていくか、という視点で変えていくのが良いのではないか?

1. AI for SE
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•生成系AIが生成した成果物の検証・修正の体系化・自動化 (w/生成AI)
• どのレベルの抽象度・具体度の入力が、生成系AIへの入力として適切なのか？

• コード生成について、テストをパスするかでベンチマークだけでいいのか？

• コード生成でも入力の情報量などで費用対効果のようなこともあるのでは？

• 保守などのライフサイクルを考えると途中過程がスキップされるのものよくない？

• コード以外の自然言語などだとどう評価する?

• いかにハルシネーションを起こすようなテスト設計ができるか
• ハルシネーションの定義？よいもの・悪いもの

• ハルシネーションにつながる特徴の理解など、振る舞いの理解や挙動確認

•人間は信用できるがAIは信用できない？その境界は？
• 高信頼な領域では信用が重要

• 責任をとれるかどうかの違いか

2. SE for AI
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• ソフトウェア技術者教育に対して生成AIをどのように活用できそうか
• 生成AIは避けて通れないが、かといって自由な利用では学生のComputer Scienceの力が身につかないジレンマ

• 生成AIが生成したコードのレビューやテストの教育。企業としては外注含め生成AI関連のマネジメント人材が必要

• Computer Scienceを学ぶ初期にはChatGPTを禁止し、どこかのタイミングで解禁などが必要ではないか

• プログラミング学習をChatGPTを生かして短縮し、データベースや性能などの難しい問題へのチャレンジを強化してはどうか

• プロジェクト実現の中でソフト開発する教育と、コンピュータサイエンス的な教育を分離し、学生のニーズで選択してもらってはどうか

• 事例：ChatGPTを使ったプログラミングコンテストを社内でやってみた。プロンプトの工夫のシェアやプロンプトに創意工夫を求めるよ
うにしたらコーディングでの加減が把握できるようになった

• ChatGPTを使いこなすための教育とは?
• プロンプトエンジニアリングがTips集みたいになってるがもっと体系化できないか。（そもそも「エンジニアリング」なのか?）

• 目的に応じたプロンプトのデザインなどはまだ試行錯誤の状態。

• 事例：JDLAやOpenAI社の開発者向けのプロンプトエンジニアリング講座を、社内のTipsとして使っている。

• 学生の場合、生成AI以外の技術力の方が、基礎体力として重要ではないか?
• コーディングより前にエンジニアリング。要件定義・設計が重要。文章を書く力、情報の構造化や検討ができるようになっていてほしい。

• 生成AIがコーディングなどの負担を減らすとしても、一方で障害対応などはなくならない。その時対応できる技術力の維持。

3. 教育・スキル・マネジメント
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Thank you
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WS3にご参加いただいた皆様
有意義なディスカッションありがとうございました

SES2023 WS3
チャット型生成AIとソフトウェア工学
討論リーダー 西 石川 徳 三浦
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20XX ピッチ デッキのタイトル 12
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